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PRECILENCEは，最高精度の機械のために開発された

革新の性能をお届けする特別な精密部品です

発塵発生がないクリーンルーム対応パッケージ

内輪軌道　光沢

従来品 PRECILENCE
P2 & P4S 精度

新しい研削技術で最高の回転精度を実現

スピンドルを高精度に支持します

保持器音の発生がない静粛な回転を実現

プ レ シ レ ン ス
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軸受からの音・振動 1

　転がり軸受の音・振動の主な発生源は，
ボールと内輪，そしてボールと外輪の接触
部にあります

　ボール個数の2倍の接触部からの転がり
接触振動が，転がり軸受を揺らせます

　その解決には，

1．ボールの真円度の追求，ボールの
表面粗さのナノレベル化，各ボール直径
の相互差の極小化を実施しています

　2．内輪，外輪軌道の曲率形状の理想化，
　周方向のうねり根絶，表面粗さのナノ

レベル化も実施しています

軸受からの音・振動 2

　転がり軸受の音・振動の発生源には，
保持器とボール，そして保持器と外輪の
接触部もあります

　回転中のボールの進み遅れの発生によ
るボールと保持器の衝突，そして保持器外
径と外輪内径の接触が音・振動を発生させ
ます

　その解決には，

1．ボールの自転軸近くを保持器ポケット
内に設けた突起で支持することで
ボールの自転運動をスムーズに制御
します

　2．それにより，ボールの回転方向を
　制限している保持器ポケット壁との
　衝突が大きく緩和されます

　3．そしてまた安定回転する保持器は，
　外輪内径方向への振れ回りが減少し
　外輪との接触が大幅に回避され，
　保持器に由来する振動が低減されます

ボールの自転軸保持器ポケット内突起

【新開発　良回転バランス保持器】

PRECILENCE



軸受諸元
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PRECILENCE PRECILENCE

の特徴

PRECILENCEとは，私たちの作るベアリングについて，その存在意義を
原点に立ち返り，ゼロから考え直すことから生まれたベアリングです．　

　ベアリングをご使用頂くお客様にその存在を忘れて頂けるレベルまで
静粛に，そして精密にお客様機械を支え続ける存在であるために

最高にスムーズな回転を実現する設計と，それを実現するモノづくり技術
を最大の努力で磨きあげ完成させたベアリングです

　高品質であること
精密であること
静粛であること

この つの目標を高い次元で実現したのがPRECILENCE です
これまでの転がり軸受では達成できなかった世界を実現します

回る

PRECILENCE

精度良く 静かに

長く 速く

軽く
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2020年度 2021年度
製造開始予定

赤字は実験により見直し予定常時在庫予定 20年10月より製造 21年4月より製造

呼び接触角： °
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内輪軌道　光沢

PRECILENCEの外観写真
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